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保護者の皆様へ お子様と一緒にお読みください。 

 

２月の保健目標 よい姿勢ですごしましょう 

 

 

 

 

３学期が始まり、インフルエンザやコロナウイルス、胃腸炎など、様々な感染症にかかってい

る児童がいます。区内でも、感染症流行により学級閉鎖や学年閉鎖となっている学校が多くあり

ます。 

学校では、子供たちが健康に過ごすことができるよう、引き続き手洗いの声掛けや換気などの

感染症対策を徹底していきます。御家庭でも御指導の程、よろしくお願いします。 

 

感染性胃腸炎について 
３学期に入り、嘔吐や下痢での欠席・早退が増えました。この時期に多い感染性胃腸炎は、ウ

イルス等が原因となり、嘔吐や下痢、腹痛、発熱などの症状を有する病気です。特に、冬はノロ

ウイルスによるものも多いです。 

感染性胃腸炎と診断された場合は、出席停止となります。登校再開時には、治癒証明書の御提

出をお願いします。 

最も重要な予防方法は、手洗いを行うことです。学校でも給食前や休み時間後などに手洗いの

声掛けを徹底しています。御家庭でも予防の行動をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 



５・６年生保健指導 「人との距離感」 
１月の発育測定前の時間に、５・６年生に向けて「人との距離感」についての保健指導を行い

ました。指導の内容を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人との距離感が守られない場合は、 

① 「いやだ」と相手に伝える 

② その場を離れる 

③ 安心できる大人に相談する    

 

この３点について伝えました。 

 

 自分が「いやだ」と感じたら、「いやだ」と言う権利があること、躊躇せずその場を離れてよいこ

とは、引き続き御家庭でも伝えていただくようお願いします。 

子供たちの進級や進学に伴い、人との関係が広がることも考えられます。一人一人の考え方や多

様性を大切にしつつも、困り感をもった時の自分の身の守り方を身に付けてほしいと思います。 

 

・急に触ってくる人がいた 

・プライベートなことを聞かれ、 

いやな気持ちになった 

・距離が近くて「いやだ」と感じた  

など 

              

            

              
             

        

             
             
             
            

                 

             

          

              

     

      

       


